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3. Si(100)表面ランダム系の電子状態
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4.Incommensurate相における核生成

設 定

及

列

直

ダ

ラ
結

パ

の

ヽ
し

を 修 正

ン グ 模

る 場 合

ク が 現

列 に

小 川 淳 司

Incommensurate相 内で急に温度 を変えたときの状態問の緩和は,核の発生,成長 とい う

過程のくり返 しにより進行する｡そのミクロな核生成 (Rc≪l,Rc :臨界半径,l:Discom一

mensuration間距離 )については,Commensurate相での核生成 として,またマクロな核生

成 (Rc≫l)については:,連続体近似により超流動↑ リウムとのアナロジーから論 じられてい

る｡本研究では, この 2つの極限的領域の中間の場合における核生成について調べることを試

みた｡

また,既に Incommensurate相中に核が存在 し,Discommensurationがmodulateされて

いる状態における核生成 について調べた｡その核間相互作用エネルギーを,連続体近似の範囲

で求めた｡
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